
除菌液/消毒液など、アルコールを含む内容物の包材として御使用できます (TAタイプ)

2020.11-1

～ for Alcohol ～

耐内容物性能

内容物を充填した三方袋を40℃雰囲気下に保管した後のシール強度/ラミネート強度を測定。

強度測定：テンシロン型引張試験機にてT字剥離(剥離速度 300mm/min)で測定。

※数値は参考値であり保証値ではありません

ゆず肌 などの外観不良を抑制することが可能です

処方：プラピカ TAタイプ
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3種類の濃度のエタノール水溶液を内容物として使用

いずれの濃度も40℃×3ヶ月後に十分な強度を保持
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処方：プラピカ TAタイプ

市販のアルコール除菌液 (濃度：75vol% ≒ 68wt%) を内容物として使用
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プラピカTA 汎用接着剤
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プラピカTAタイプはシール強度低下や外観不良なし

汎用接着剤はシール強度低下や外観不良(ゆず肌)が発生

※数値は参考値であり保証値ではありません

※エタノール濃度90wt%で40℃×3ヶ月まで対応可能であることを確認しております。

包材の耐久性は保管条件(温度/期間)や取扱い方法に大きく影響を受けます。適切な条件での保管/取扱いを推奨致します。

エタノール濃度 エタノール濃度

【プラピカ TAタイプ】 【汎用接着剤】

外観不良(ゆず肌)外観不良なし

※ゆず肌とは果物の”ゆず”の表面のような凹凸状の外観不良です


